
 

 

令和４年度 東郷町図書館協議会会議録 

 

１ 開催日時 

  令和４年９月２０日（火）午後２時から午後３時１５分まで 

２ 開催場所 

  東郷町役場３階 政策審議会室 

３ 出席委員 

  加藤正春(学識経験者)、野々山清子(社会教育委員会代表)、 

浅田文代(小学校校長代表)、近藤高也(中学校校長代表)、 

高橋幸恵（保育園代表）、加藤英美（児童館代表）、 

石川憲一郎（小中学校 PTA連絡協議会会長） 

４ 欠席委員 

  杉原智子(学識経験者) 

５ 事務局 

  生涯学習課 教育長、教育部長、課長、課長補佐、主事 

６ 指定管理者 

  東郷町施設サービス株式会社 図書館長、図書副館長 

７ 傍聴者 

  ０名 

８ 会議内容 

⑴ あいさつ 

⑵ 委嘱状交付 

⑶ 議題 

  ア 令和３年度 図書館事業実績報告について 

  イ 令和４年度 図書館の運営について 

⑷  その他 

９ 会議記録 

  別紙のとおり 



 

 

会議の内容 

 

１ あいさつ（教育部長） 

  お忙しい中、図書館協議会のご出席いただき、誠にありがとうございます。本町の

図書館は平成 25年度から指定管理者制度を導入しておりまして、今年で 10年目を迎

えます。この間、来場が難しい方への図書の宅配サービスや貸し出しのポイント制度

などを導入して新しいサービスを提供していただき、利用者の皆様から好評いただい

ています。本日はこれからの図書館の運営につきましてそれぞれのお立場から忌憚の

ない御意見をいただきたいと思います。よろしくお願いします。 

 

２ 委嘱状交付・自己紹介 

 

３ 議題 

⑴ 令和３年度 図書館事業実績報告について 

※ 副館長より、会議資料１に基づき説明。 

  ・開館状況及び利用状況について 

  ・読書推進事業について 

  ・資料整備及び点検等について 

 

【質疑等】 

   委 員 「ぬいぐるみのおとまり会」について、詳しく説明してください。 

   副館長 幼児から小学３年生までのお子様が対象です。お楽しみ会にぬいぐるみ

と一緒に参加したのち、ぬいぐるみだけを置いて参加者は帰宅します。お

子様の代わりにぬいぐるみが図書館に残り、閉架書庫を探検したりして過

ごします。翌日迎えに来たお子様に、図書館で過ごした様子を納めたアル

バムを渡して、ぬいぐるみが選んだ本を借りてもらい、図書館に興味を持

ってもらうようにします。 

   委 員 小学生の読書離れが問題になっています。小さなころから本に親しむこ

とが大切だと考えます。今後ますます子どもの興味が本に向くことを祈っ

ています。 

   委員長 「ぬいぐるみのおとまり会」はいつから始まりましたか。 

   副館長 昨年度２月に試験的に実施しました。今年度７月９日に正式に実施しま

した。 

   委員長 今年度は何回実施しますか。 

   副館長 下期にもう１度開催予定で進めています。 

   委員長 素晴らしい取り組みだと思います。すべての教育のベースは幼児教育に



 

 

あると考えていますが、保育園や児童館の代表としてご参加いただいている

先生方にどんどん宣伝していただき、参加者を増やしていただきたい。これ

は非常に大切な取組と考え、応援しています。 

 委 員  学習のベースは幼児教育にあると考え、読みきかせに重点を置いています。

今では読みきかせもタブレットで行うことができますが、絵本を手に取るこ

と、保護者や保育士の膝の中で、１対１で行うことを大切に実践しています。

特にこのくらいの時期は、ぬいぐるみは子供どもにとって自分の分身ですか

ら、それをお泊りさせるのは興味深い。参加したいお子さんは多いと思うの

で、園長会で説明します。保護者にもチラシを通して保護者に説明できると

いいと考えます。 

 委 員  児童館でも宣伝します。 

 委員長  これまではＩＱを求めてきましたが、これからはＥＱ、感性をいかに磨く

ことが大切な時代になります。 

 委 員 ポイント交換サービスの実績をわかる範囲で教えてください。 

 副館長 １冊貸出ごとに１ポイント付与します。ポイントによりブックカバーや読書

手帳と交換します。１度きりですが、２週間の貸出期間を３週間に伸ばし、貸

出冊数を２冊追加するというポイント交換があり、この制度を利用される方が

多いです。 

  

※ 令和３年度 図書館事業実績報告については、承認されました。 

 

⑵ 令和４年度 図書館の運営について 

  ※ 副館長より、会議資料２に基づき説明。 

    ・管理体制について 

    ・運営方針について 

    ・主な取り組みについて 

 

  【質疑等】 

  委 員 「小規模図書館だからこそできる『地域密着型』の『暖かい広場のよう

な図書館』」とは具体的にどのような図書館ですか。 

  副館長 近隣の大規模図書館は自動化が進んでおり、図書館スタッフと係わりを

もたずに借りることができますが、蔵書数が限られた図書館では、司書が

蔵書を把握しており、利用者が本を探すお手伝いができる。また限られた

スペースの中で、読みきかせの時間に子どもがにぎやかにしている状況も、

利用者の皆さんに温かく見守っていただけるような雰囲気づくりをしてい

きたいと考えています。 

  委 員 図書館予算はどのくらいですか。 



 

 

  事務局 指定管理料のほか図書購入費が 600万円です。 

  委員長 図書購入費は 1,000万円くらいあってもよいので、予算要求してくださ

い。 

  委 員 「小さな図書館」というのであれば、対象者を子どもに限定してはいか

がか。 

  委 員 新しい図書館を作ってください。 

  事務局 ご意見として、承ります。 

  委 員 図書館の場所が分かりにくい。誰からもわかりやすい表示を工夫してく

ださい。 

  副館長 区画整理事業の関係で、町民会館駐車場や周辺道路の整備が落ち着いた

らわかりやすい表示を検討することになっています。 

 

 

  ※令和４年度 図書館の運営については、承認されました。 

 

５ その他 

  特になし。 

 


